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鈴
木
俊
隆
老
師
と

ビ
ー
ト
ニ
ク
の
詩
人
た
ち

ア
メ
リ
カ
の
一
九
五
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
ビ
ー
ト
ニ
ク
／

カ
ウ
ン
タ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
／
ヒ
ッ
ピ
ー
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
渦
中
に
あ
っ
て
、

鈴
木
俊
隆
は
坐
禅
を
伝
え
、
現
代
に
続
く
深
い
影
響
を
与
え
た
。
多
く
の
著
名

な
文
化
人
、
ビ
ー
ト
詩
人
が
俊
隆
の
も
と
を
訪
れ
、
交
流
し
た
そ
の
様
子
を
、

直
弟
子
で
あ
り
俊
隆
の
評
伝
『C

rooked C
ucum

ber

』
の
著
者
で
も
あ

る
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ッ
ク
氏
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

１．鈴木俊隆老師。1969 年、アジア以
外ではじめての禅院であるタサハラ禅
マウンテンセンター（禅心寺）にて
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鈴
木
俊
隆
と
ア
メ
リ
カ
の
出
会
い

ま
ず
鈴
木
老
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ご
紹
介
し
て
お
こ
う
。
鈴
木
俊

隆
（
一
九
〇
五
―
七
一
）
は
曹
洞
宗
の
僧
侶
だ
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
に
渡

る
前
は
静
岡
県
焼
津
市
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
、
林り

ん

叟そ
う

院い
ん

の
住
職
だ
っ

た
。
一
九
五
九
年
五
月
、
鈴
木
老
師
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
渡
る
。

曹
洞
宗
の
命
を
受
け
て
、
当
地
に
住
む
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
た
め
の
寺

院
だ
っ
た
桑そ

う

港こ
う

寺じ

の
住
職
と
な
っ
た
。
ま
も
な
く
人
び
と
は
鈴
木
老
師

と
と
も
に
桑
港
寺
で
早
朝
に
坐
禅
を
始
め
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
寺
院

と
は
関
係
の
な
い
人
び
と
だ
っ
た
。
鈴
木
老
師
が
強
調
し
た
の
は
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
（
坐
布
）
の
上
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
中
に
禅
を
導

入
し
実
践
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
一
九
六
二
年
、
鈴
木
老
師
と
彼

の
弟
子
た
ち
は
「the Zen Center

（
禅
セ
ン
タ
ー
）」
を
設
立
し
た
。

こ
れ
が
の
ち
に
「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
禅
セ
ン
タ
ー
」
と
な
る
。
一
九

六
七
年
七
月
に
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
南
方
の
山
奥
の
温
泉
地
タ
サ

ハ
ラ
に
、「
禅
マ
ウ
ン
テ
ン
セ
ン
タ
ー（
禅
心
寺
）」
を
創
立
し
た
。
こ
れ

は
西
洋
で
初
め
て
の
禅
院
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
男
女
が
わ
け
へ
だ
て

な
く
、
と
も
に
修
行
に
励
む
こ
と
と
な
っ
た
。
鈴
木
老
師
は
一
九
六
九

年
一
一
月
に
桑
港
寺
の
職
務
か
ら
退
く
ま
で
、
桑
港
寺
と
禅
セ
ン
タ
ー

の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
住
職
を
続
け
た
。
そ
の
後
、
妻
の
み
つ
と
と
も

に
セ
ン
タ
ー
近
く
に
移
り
、
そ
し
て
禅
セ
ン
タ
ー
の
購
入
し
た
寺
に

移
っ
た
。
一
九
七
一
年
一
二
月
、
鈴
木
老
師
は
シ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー（
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ル
コ
禅
セ
ン
タ
ー
・
発
心
寺
）
の
自
室
で
遷
化
さ
れ
た
。

鈴
木
俊
隆
老
師
が
遺
し
た
も
の
は
測
り
知
れ
な
い
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
禅
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
後
も
発
展
を
続
け
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
共
に
、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
そ
の
ほ
か
の
地
域
に
、
禅
院
や

セ
ン
タ
ー
、
坐
禅
の
グ
ル
ー
プ
が
生
ま
れ
、
広
が
り
続
け
て
い
る
。
鈴

木
老
師
の
法
統
は
、
男
女
問
わ
ず
、
僧
侶
や
在
家
の
人
び
と
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
人
々
が
、
鈴
木
老
師
の
著
作
を
読

み
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
教
え
を
学
び
、
自
宅
で
瞑
想
を
行
っ
て
い
る
。

鈴
木
老
師
は
、
ア
メ
リ
カ
や
そ
の
他
の
国
々
に
、
曹
洞
禅
の
開
祖
・

道
元
の
実
践
と
悟
り
を
も
た
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
こ
れ
は
多
く

の
先
駆
者
の
手
で
豊
か
な
土
壌
が
用
意
さ
れ
て
い
た
お
か
げ
も
あ
る
。

そ
う
し
た
人
た
ち
の
な
か
で
も
重
要
な
の
が
偉
大
な
学
者
で
あ
る
Ｄ
・

Ｔ
・
鈴
木
（
鈴
木
大だ

い

拙せ
つ

、
本
名
は
貞
太
郎
。
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）

だ
。
禅
と
仏
教
に
関
す
る
彼
の
数
多
い
著
作
は
、
す
で
に
広
く
西
洋
で

読
ま
れ
て
い
た
。
俊
隆
老
師
は
自
ら
を
「
ス
モ
ー
ル
ス
ズ
キ
（
小
鈴

木
）」
と
称
し
、
大
拙
を
「
ビ
ッ
グ
ス
ズ
キ
（
大
鈴
木
）」
と
呼
ん
で
い

た
。
と
て
も
多
く
の
西
洋
人
が
、
禅
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
そ
の
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他
の
ア
ジ
ア
の
叡
智
と
文
化
に
対
し
て
、
オ
ー
プ
ン
な
態
度
を
取
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
ビ
ー
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ビ
ー
ト

ニ
クbeatnik
）＊

１

の
貢
献
も
少
な
く
な
い
。

鈴
木
俊
隆
と
ビ
ー
ト
の
巨
人

ア
レ
ン・ギ
ン
ズ
バ
ー
グ

ア
レ
ン
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
（A

llen Ginsberg

：
一
九
二
六
―
九
七
）

は
、
最
も
有
名
な
ビ
ー
ト
詩
人
だ
。
彼
が
代
表
作
で
あ
る
詩
「
吠
え
る

（H
ow

l

）」
の
最
初
の
朗
読
を
行
っ
た
の
は
、
詩
人
ケ
ネ
ス
・
レ
ッ
ク
ス

ロ
ス
（
一
九
〇
五
―
八
二
）
の
仕
事
場
で
、
一
九
五
五
年
一
〇
月
の
こ

と
だ
。
こ
の
場
所
は
し
ば
し
ば
ビ
ー
ト
の
起
源
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
桑

港
寺
か
ら
さ
し
て
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
。
ギ
ン
ズ
バ
ー

グ
は
何
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
ず
ま
た
執
着
を
し
な
い
、
そ
し
て
と
て
も

強
い
魂
を
も
っ
て
い
た
。
彼
は
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
時
折
、
禅
セ
ン

タ
ー
に
現
れ
て
は
坐
禅
を
組
ん
で
い
た
。
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禅
セ
ン
タ
ー
は
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
と
っ
て
は
い
さ
さ
か
堅
苦
し
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
彼
は
瞑
想
中
に
シ
ン
バ
ル
（
鐃

に
ょ
う

鈸は
ち

）
を
鳴
ら
し
、
心

の
ま
ま
に
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン
グ
（
経
典
読
誦
）
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
歌
を

詠
唱
す
る
の
を
好
ん
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
そ
れ
で
も
彼
は
禅
セ
ン
タ
ー

で
の
修
行
と
鈴
木
俊
隆
に
対
す
る
敬
意
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
彼
は
、

朝
に
三
度
と
夕
方
に
一
度
、
坐
禅
の
あ
と
で
詠
唱
さ
れ
る
ハ
ー
ト
ス
ー

ト
ラ
（
般
若
心
経
）
の
響
き
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
。
私
た
ち
は
経
典
の

書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
チ
ャ
ン
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ

の
カ
ー
ド
に
は
日
本
語
の
漢
字
と
読
誦
（
音
読
）
用
の
ロ
ー
マ
字
が
併

記
さ
れ
、
そ
れ
に
鈴
木
老
師
が
翻
訳
し
た
英
語
が
書
か
れ
て
い
た
。
私

た
ち
は
そ
の
、
鈴
木
老
師
の
解
釈
が
こ
め
ら
れ
た
英
語
を
チ
ャ
ン
テ
ィ

ン
グ
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
す
ば

ら
し
く
詩
的
な
翻
訳
だ
っ
た
。


